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８
月
８
日
、隼
駅
周
辺
で「
８
･８
隼
駅
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。元
世
界

８
月
８
日
、隼
駅
周
辺
で「
８
･８
隼
駅
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。元
世
界

耐
久
選
手
権
２
年
連
続
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
北
川
圭
一
さ
ん
も
京
都
か
ら
愛
車
の

耐
久
選
手
権
２
年
連
続
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
北
川
圭
一
さ
ん
も
京
都
か
ら
愛
車
の

“
隼
”で
来
町
。全
国
か
ら
集
ま
っ
た“
隼
ラ
イ
ダ
ー
”た
ち
の
注
目
を
集
め
て
い

“
隼
”で
来
町
。全
国
か
ら
集
ま
っ
た“
隼
ラ
イ
ダ
ー
”た
ち
の
注
目
を
集
め
て
い

ま
し
た
。（
関
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事
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～
５
ｐ
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５
ｐ
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「
第
５
回
八
頭
町
き
ら
め
き
祭
」が
７
月

　

日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら
、
郡
家
運
動

26場
で
開
催
さ
れ
、
時
折
降
る
雨
で
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
、
あ
い
に
く
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
し
た
が
、
約
３
０
０
０
人
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

侍
戦
隊
シ
ン
ケ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
と
演

芸
は
、
雨
の
た
め
、
郡
家
公
民
館
大
集
会

室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
侍
戦
隊
シ
ン

ケ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
は
、
午
後
５
時
と
７

時
か
ら
の
２
回
公
演
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
、
子
ど
も
と
保
護
者
で
満
員
に
な
り
、

シ
ン
ケ
ン
ジ
ャ
ー
が
悪
者
の 
外  
道  
衆 
と
戦

げ 
ど
う 
し
ゅ
う

う
シ
ー
ン
で
は
、
子
ど
も
達
が
大
き
な
声

で「
ガ
ン
バ
レ
ー
」と
シ
ン
ケ
ン
ジ
ャ
ー
を

応
援
し
て
い
ま
し
た
。

　

演
芸
披
露
で
は
、
八
東
平
成
太
鼓
、
日

韓
子
ど
も
交
流
事
業
に
参
加
し
て
い
る
小

学
生
、
八
頭
町
連
合
青
年
団
、
む
つ
み
会
、

や
ず
っ
子
連
、
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
が
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ザ
ー
、
ミ
ニ
砂
像
作
り
体
験
、

自
衛
隊
の
車
輌
展
示
な
ど
も
た
く
さ
ん
の

お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

打
ち
上
げ
花
火
が
始
ま
る
８
時　

分
ま

30

で
に
、
降
っ
て
い
た
雨
も
上
が
り
、
約
１

千
発
の
花
火
が
盛
大
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、

鮮
や
か
な
大
輪
が
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

��������	
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８
月
８
日（
土
）、若
桜
鉄
道「
隼

駅
を
守
る
会
」主
催
に
よ
る「
８
・
８

隼
駅
ま
つ
り
」が
隼
駅
周
辺
で
開
催

さ
れ
、全
国
か
ら
2
0
0
台
以
上
の

大
型
オ
ー
ト
バ
イ「
隼
」と
そ
の
他

の
大
型
オ
ー
ト
バ
イ
の
ラ
イ
ダ
ー

達
が
多
数
訪
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
郷
土
芸
能
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、「
福
井 
荒  
神 
太
鼓
」

こ
う 
じ
ん

と「
西
谷
傘
踊
り
保
存
会
」の
傘
踊

り
で
ラ
イ
ダ
ー
達
を
歓
迎
し
ま
し

た
。

　

開
会
行
事
の
あ
と
、２
０
０
５
年

と
翌
年
の
世
界
耐
久
選
手
権
２
年

連
続
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
、現
在
、

レ
ー
シ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
活
躍
中
の
北
川
圭
一
さ
ん
が
、京

都
か
ら
愛
車
の「
隼
」で
登
場
し
、会

場
が
一
層
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
が
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽

し
ん
だ
あ
と
、隼
小
学
校
校
庭
へ
移

動
し
、「
隼
」の
人
文
字
と
オ
ー
ト
バ

イ
で「
八
・
八
」の
文
字
を
描
き
、記

念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
、昨
年
８
月
８
日
の

「
隼
の
日
」に
隼
駅
を
訪
れ
た
ラ
イ

ダ
ー
と
、今
年
４
月　

日「
ふ
な
お

29

か
竹
林
ま
つ
り
」会
場
で
開
か
れ
た

「
隼
祭
り　

鳥
取
！
」に
参
加
し
た

IN

ラ
イ
ダ
ー
に
ス
ズ
キ
株
式
会
社
か

ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、ラ
イ
ダ
ー
を
対
象

に
、隼
地
域
特
産
の
日
本
酒
や
お
米

な
ど
の
景
品
が
当
た
る「
お
楽
し
み

抽
選
会
」と
ス
ズ
キ
株
式
会
社
提
供

の
景
品
な
ど
が
当
た
る「
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
」が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
祭
り
に
、静
岡
県
の
ス
ズ

キ
株
式
会
社
本
社
か
ら
イ
ベ
ン
ト

ト
ラ
ッ
ク
と
多
数
の
ス
タ
ッ
フ
を

派
遣
し
て
い
た
だ
き
、オ
リ
ジ
ナ
ル

う
ち
わ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
冷
た
い

お
し
ぼ
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、日
本
国
内

で
は
販
売
さ
れ
て
い
な
い
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
取
り
寄
せ
た
、ジ
ャ

ケ
ッ
ト
、ポ
ロ
シ
ャ
ツ
な
ど
４
種

類
、　

点
を
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
な

60

ど
の
景
品
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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Topic of town
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合
併
前
の
平
成　

年
度
か
ら
旧
八
東
町

13

日
下
部
と
旧
船
岡
町
見
槻
を
結
ぶ
「
町
道

 
日  
下  
部  
見  
槻 
線
」の
新
設
工
事
に
着
手
し
て

く
さ 
か 

べ 

み 
づ
き

い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
開
通
し
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
（
木
）、
日
下
部
地
内
で
多
数

の
来
賓
を
迎
え
、
竣
工
式
が
行
な
わ
れ
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
道
路
の
完
成
に
よ
り
、
八
東
地
域

か
ら
竹
林
公
園
〜
国
道
４
８
２
号
線
を
通

り
、
中
国
横
断
自
動
車
道
姫
路
鳥
取
線
の

用
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

���������

　路　線　名　２級町道日下部見槻線

　区　 　 間　八頭町日下部～見槻

　事 業 主 体　鳥取県(代行)・八頭町

　事 業 期 間　平成13～21年度

　総 事 業 費　約13億円

　事 業 規 模　延長約1.1㎞　2車線

　主要構造物　トンネル1か所(L=286m)
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Topic of town

鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥
取取取取取取取取取取取取取取取取
環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境
大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学
とととととととととととととととと
のののののののののののののののの
連連連連連連連連連連連連連連連連
携携携携携携携携携携携携携携携携
にににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるるるる

鳥
取
環
境
大
学
と
の
連
携
に
よ
る

新新新新新新新新新新新新新新新新
しししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりり
がががががががががががががががが
スススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトト

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
�����������������

　

８
月
４
日
、
船
岡
公
民
館
で
、「
鳥
取
環

境
大
学
と
八
頭
町
と
の
連
携
・
協
力
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
す
る
調
印
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
鳥
取
環
境
大
学
の

教
育
・
研
究
や
社
会
貢
献
事
業
と
八
頭
町

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
、
相
互
に
連
携
・
協

力
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

式
で
は
、
鳥
取
環
境
大
学
や
八
頭
町
、

八
頭
総
合
事
務
所
、
地
元
企
業
・
団
体
の

代
表
者
な
ど
、
関
係
者
が
出
席
し
、
古
澤

鳥
取
環
境
大
学
学
長
と
平
木
町
長
が
協
定

書
に
署
名
し
、
協
定
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
相
互
に
連
携
・
協
力
し
「
地
域

環
境
問
題
」「
循
環
型
社
会
の
構
築
」「
地
域

活
性
化
」な
ど
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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社社社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会会会
をををををををををををををををを
明明明明明明明明明明明明明明明明
るるるるるるるるるるるるるるるる
くくくくくくくくくくくくくくくく
すすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるる
運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月　

日
（
火
）、
若
桜
町
で
「
第　

回

28

59

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

二
町
合
同
研

究
大
会
」
が
八
頭
町
と
若
桜
町
の
合
同
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
を
築

こ
う
と
い
う
も
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
「
愛
の
協
力
募
金
」
と
し
て
い
た
だ
い

た
賛
助
金
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

公公公公公公公公公公公公公公公公
共共共共共共共共共共共共共共共共
施施施施施施施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設設設設設設設
等等等等等等等等等等等等等等等等
のののののののののののののののの
清清清清清清清清清清清清清清清清
掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃
ボボボボボボボボボボボボボボボボ
ララララララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィ
アアアアアアアアアアアアアアアア

公
共
施
設
等
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

７
月　

日
（
土
）、
道
の
駅
は
っ
と
う
周

18

辺
で
約
１
０
０
名
が
参
加
し
て
「
ひ
ま
わ

り
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月　

日
（
水
）
に

29

は
、
郡
家
地
域
建
設
業
協
会
等
約　

名
が

30

郡
家
球
場
を
、
さ
ら
に
８
月
２
日
（
日
）

船
岡
地
域
全
域
で
「
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
が
行
な
わ
れ
約
１
５
０
０
名
の
方

に
草
刈
り
な
ど
の
清
掃
活
動
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
の
方
、
各
種
団
体
の
皆
様

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
八
頭
町
内
の
公

共
施
設
等
を
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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こ
れ
ま
で
、
地
球
温
暖
化
の
仕
組
み

や
、
地
球
上
で
起
こ
っ
て
い
る
様
々
な

現
象
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

で
は
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め

に
、
私
た
ち
が
出
来
る
身
近
な
こ
と

は
、
い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
か
？

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
家
庭
で
出
来
る

　

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

10
　

小
さ
な
こ
と
で
も
、
積
み
重
な
れ

ば
、
大
き
な
取
組
に
な
り
ま
す
。
家
計

の
負
担
も
減
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
実
行

し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
！

毎
月　

日
は
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー

10

　

鳥
取
県
で
は
、
消
費
者
、
事
業
者
及
び

行
政
が
連
携
し
、「
地
球
温
暖
化
防
止
・
循

環
型
社
会
の
構
築
」
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
ノ
ー
レ
ジ
袋
推
進
協
議

会
」
が
県
内
３
地
域
（
東
部
、
中
部
、
西

部
）
で
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
毎
月　

日
は
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」と
し

10

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
お
気

に
入
り
の
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
、
お
買

い
物
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
！

生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

７
月　

日
に
行
わ
れ
た
「
八
頭
町
き
ら

26

め
き
祭
」
で
は
、
生
ご
み
の
分
別
回
収
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
回
収
さ
れ
た
生
ご
み

は
、
液
肥
と
し
て
農
地
に
還
元
さ
れ
ま
す
。

地球温暖化を防ぐには地球温暖化を防ぐには

�� 地球温暖化対策３

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちにににににににににににににににににににに出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるこここここここここここここここここここことととととととととととととととととととと～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～私たちに出来ること～

  
福
祉
環
境
課
か
ら
の

　
　
　
　
　
 
お
知
ら
せ
 問合せ先 

　

－

０
２
０
５

76
　

－

０
０
４
４

72
　

－

１
２
２
０

84

福

祉

環

境

課

船
岡
支
所
住
民
課

八
東
支
所
住
民
課

コ
ン
ポ
ス
ト
の
購
入
補
助

　

八
頭
町
で
は
、
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
す
る
た
め
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
購
入

に
対
し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。
助
成
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
八
頭
町
福
祉
環
境
課
、

又
は
各
支
所
住
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

　

八
頭
町
で
は
、
平
成　

年
４
月
１
日
か

21

ら
「
八
頭
町
美
し
い
町
づ
く
り
条
例
」
を

施
行
し
、
ポ
イ
捨
て
や
飼
い
犬
の
ふ
ん
の

放
置
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
に
環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
や
、
犬
の
飼
い
主
の
方
へ

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
飼
い
犬
の
ふ
ん
の

放
置
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
不
法
投
棄

で
あ
り
、
犯
罪
で
す
。
不
法
投
棄
は
景
観

を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
、
土
地
の
管
理
者
に
多
大
な
迷

惑
を
か
け
ま
す
。
投
棄
物
等
を
調
査
し
、

投
棄
者
が
判
明
し
た
場
合
は
警
察
に
通
報

し
ま
す
。
不
法
投
棄
は
、
５
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
１
千
万
円
（
法
人
は
１
億
円
）

以
下
の
罰
金
な
ど
、
厳
し
い
罰
則
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

��������	
��
��
��������	
��

��������	
��
���
��������	
��
���
������

申請に必要な物補助金額補助対象品目

�生ごみ処理機を購入し
たことが分かる領収書

�印鑑と振込先の通帳
（※注1）

購入金額の１／２補助。
（上限3,000円、1,000円
未満の端数は切り捨て）

コンポストタイプの生ご
み処理機（各家庭に２基
まで）
※電動式タイプは助成対
象外です。

（※注１）すでに口座登録をしている方と、窓口払いを希望される方は、振込先
　　　　 の通帳は不要です。

ココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポスススススススススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトトトトトトトのののののののののののののののののののの購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助コンポストの購入補助
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が
ん
は
昭
和　

年
に
日
本
人
の
死
亡
原

56

因
の
第
１
位
に
な
り
、
い
ま
や
３
人
に
１

人
は
が
ん
で
亡
く
な
る
時
代
を
迎
え
て
い

ま
す
。
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
日
本
で

は
、
が
ん
は
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
増
え

て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
早
期
発
見
が
大
切
で
す

　

が
ん
に
よ
る
死
亡
を
減
少
さ
せ
る
た
め

に
は
、
が
ん
検
診
が
有
効
で
す
。

が
ん
の
自
覚
症
状
は
、
病
気
が
相
当
進
ま

な
い
と
現
わ
れ
な
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
が

ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
で
、
早

期
に
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

早
期
が
ん
は
、
早
い
時
期
に
治
療
を
開

始
で
き
る
た
め
、
治
癒
す
る
確
率
が
高

く
、
治
療
の
負
担
も
軽
く
済
み
ま
す
。

　

一
方
、
自
覚
症
状
が
出
る
ま
で
進
行
し

た
が
ん
は
、
進
行
す
る
ほ
ど
治
す
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

１
年
に
１
回
は
検
診
を
受
け
、
自
分
の

健
康
は
自
分
で
管
理
す
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

八
頭
町
で
は
、
総
合
検
診
や
巡
回
検
診

な
ど
で
が
ん
検
診
を
実
施
中
で
す
。
ま
だ

受
診
し
て
い
な
い
方
は
こ
の
機
会
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

99999999999999999999
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
9
月
ははははははははははははははははははははは

がががががががががががががががががががが
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征
圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

が
ん
征
圧
月
間
でででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
で
す

　
「
忘
れ
な
い  
年
に
１
度
の  
が
ん
検
診
」

 
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

がががががががががががががががががががが
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
をををををををををををををををををををを
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
まままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううう

 

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
���������������������

子子子子子子子子子子子子
宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮
がががががががががががが
んんんんんんんんんんんん
にににににににににににに
関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるる
講講講講講講講講講講講講
演演演演演演演演演演演演
会会会会会会会会会会会会
のののののののののののの
ごごごごごごごごごごごご
案案案案案案案案案案案案
内内内内内内内内内内内内

子
宮
が
ん
に
関
す
る
講
演
会
の
ご
案
内

日　

時
…
…
平
成　

年
９
月　

日
（
金
）

21

18

　
　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分
（
開
場　

時
〜
）

14

30

15

30

14

会　

場
…
…
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容
…
…
講
演  
「
知
っ
て
お
き
た
い
が
ん
の
知
識　

〜
子
宮
が
ん
〜
」

　
　
　
　
　

講
師　

鳥
取
県
立
中
央
病
院　

産
婦
人
科
医
師　

皆
川
幸
久
先
生

入
場
料
…
…
無　

料　
　
　
　

そ
の
他
…
…
＊
が
ん
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
モ
デ
ル
の
展
示
、

　
　
　
　
　
　

骨
年
齢
測
定
コ
ー
ナ
ー
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

＊
講
演
中
は
託
児
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

女女女女女女女女女女女女
性性性性性性性性性性性性
特特特特特特特特特特特特
有有有有有有有有有有有有
のののののののののののの
子子子子子子子子子子子子
宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮
がががががががががががが
んんんんんんんんんんんん
・・・・・・・・・・・・
乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳
がががががががががががが
んんんんんんんんんんんん
検検検検検検検検検検検検
診診診診診診診診診診診診
実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施
中中中中中中中中中中中中

女
性
特
有
の
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
実
施
中
�������������

　

八
頭
町
で
は
、
女
性
特
有
の
が
ん
（
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
）
の
正
し
い
知
識
の

普
及
と
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を
図
る
た
め
、「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
つ

き
女
性
の
た
め
の
が
ん
検
診
手
帳
」
を
該
当
の
方
に
郵
送
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
が
ん
検
診
を
受
け
、
自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
…
…
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
、

21

　
　
　
　
　
　

子
宮
が
ん
検
診　
　

、　

、　

、　

、　

歳

20

25

30

35

40

　
　
　
　
　
　

乳
が
ん
検
診　
　
　

、　

、　

、　

、　

歳　

の
方

40

45

50

55

60

検
診
期
間
…
…
平
成　

年
９
月
１
日
〜
平
成　

年
２
月　

日

21

22

28

検
診
場
所
…
…
総
合
検
診
会
場
お
よ
び
県
東
部
の
契
約
医
療
機
関

検
診
料
…
…
無　

料

持
参
品
…
…
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
、
保
険
証

　
　
　
　
　

＊
詳
し
く
は
郵
送
さ
れ
た
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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休休休休休休休休休休休休
日日日日日日日日日日日日
検検検検検検検検検検検検
診診診診診診診診診診診診
をををををををををををを
行行行行行行行行行行行行
いいいいいいいいいいいい
まままままままままままま
すすすすすすすすすすすす

休
日
検
診
を
行
い
ま
す

　

総
合
検
診
を
休
日
に
行
い
ま
す
。

　

平
日
に
総
合
検
診
を
受
診
で
き
な
い
方
は
、

こ
の
機
会
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　
　

時
…
…
平
成　

年　

月　

日
（
日
）

21

12

20

　
　
　
　
　
　

受
付　

８
時　

分
〜　

時

30

10

会　
　

場
…
…
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー

検
診
内
容
…
…
胃
が
ん
、
結
核
・
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
子
宮
が
ん
、

　
　
　
　
　
　

乳
が
ん（
乳
が
ん
検
診
は
予
約
制
で
す
。受
診
を
希
望

さ
れ
る
方
は　

月　

日（
金
）ま
で
に
各
保
健
セ
ン

10

30

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）、

　
　
　
　
　
　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
特
定
健
康
診
査
、

　
　
　
　
　
　

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

持
参
品
…
…
①
受
診
希
望
の
受
診
票

　
　
　
　
　
　

◇
総
合
検
診

　
　
　
　
　
　
　
（
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
）受
診
票

　
　
　
　
　
　

◇
特
定
健
康
診
査（
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
）受
診
券

　
　
　
　
　
　

◇
介
護
予
防
健
診（
生
活
機
能
評
価
）受
診
票

　
　
　
　
　
　

◇
女
性
特
有
の
が
ん「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」　

な
ど

　
　
　
　
　
　

②
保
険
証

　
　
　
　
　
　

③
特
定
健
康
診
査
の
場
合
は
、
受
診
券
に
記
載
さ
れ

て
い
る
「
一
部
負
担
金
」
が
必
要

検

診

料
…
…
無
料
（
た
だ
し
、
特
定
健
康
診
査
は
、
受
診
券
に
記

載
さ
れ
て
い
る
「
一
部
負
担
金
」
が
必
要
で
す
）

そ
の
他
…
…
詳
し
く
は
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
「
総
合
検
診

日
程
表
」を
ご
覧
に
な
る
か
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  インフルエンザ菌ｂ型（Hibワクチン） 
�インフルエンザ菌b型による｢細菌性髄膜炎｣
を予防する予防接種です。
�原因菌の約50％以上がこの菌によるといわれ、
乳幼児は、重症化しやすいとされています。
�冬に流行する季節性インフルエンザの予防
のためのワクチンとは違います。

★対 象 者　八頭町に住所を有する、生後２か
　月から２歳未満の乳幼児で、保護者が接種を
希望し、医師が必要と判断した者

★実施期間　平成21年10月１日から実施
★接種回数　接種開始年齢で回数が違います。
�２か月以上７か月未満の児　⇒　４～８週
間の間隔で３回接種。１年後に１回接種(計
４回)。
�７か月以上１歳未満の児　⇒　４～８週間
の間隔で２回接種。１年後に１回接種(計３
回）。

�１歳以上２歳未満の児　⇒　１回接種。
★助成金額　１回につき2,000円。

乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼児児児児児児児児児児児児等等等等等等等等等等等等ののののののののののののイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンフフフフフフフフフフフフルルルルルルルルルルルルエエエエエエエエエエエエンンンンンンンンンンンンザザザザザザザザザザザザ菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌菌bbbbbbbbbbbb型型型型型型型型型型型型乳幼児等のインフルエンザ菌b型（（（（（（（（（（（（HHHHHHHHHHHHiiiiiiiiiiiibbbbbbbbbbbb））））））））））））（Hib）及及及及及及及及及及及及びびびびびびびびびびびび及び
 �������������������������� 小小小小小小小小小小小小児児児児児児児児児児児児イイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンフフフフフフフフフフフフルルルルルルルルルルルルエエエエエエエエエエエエンンンンンンンンンンンンザザザザザザザザザザザザ予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防接接接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種種種費費費費費費費費費費費費用用用用用用用用用用用用のののののののののののの一一一一一一一一一一一一部部部部部部部部部部部部助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成 小児インフルエンザ予防接種費用の一部助成
任意予防接種のうちインフルエンザ菌b型（Hib）及び小児インフルエンザの予防接種を希望される方

に対し、乳幼児等の発病又は重症化を防止し、まん延を予防するためにその費用の一部を助成します。

 小児インフルエンザ（インフルエンザワクチン） 
�毎年冬に流行する季節性のインフルエンザ
を予防する予防接種です。
★対 象 者　八頭町に住所を有する満２歳から
　　　　　　中学３年生までの者
★接種期間　平成21年10月１日から
　　　　　　平成21年12月31日まで
★助成回数　１人につき１回のみ。
★助成金額　2,000円
　　　　　　（それ以上の接種は、全額自己負担。）
■接種方法■　※対象者には個人通知します。
�東部の協力医療機関に相談のうえ個別接種。
�医療機関に受診券、母子健
康手帳を持参し、該当のワ
クチンを接種。

�接種費用から町助成金額の
2,000円を差し引いた額を
支払ってください。

�対象回数、対象年齢以外の
接種は全額個人負担です。
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自
ら
命
を
断
つ
人
が　

年
連
続
で
３
万

11

人
超
―
―
。
日
本
は
世
界
に
あ
っ
て
は
経

済
大
国
と
い
わ
れ
、
豊
か
な
印
象
を
与
え

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
数
字
は

ロ
シ
ア
に
次
い
で
二
番
目
と
い
う
異
常
な

多
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で　

年
連
続
で
３
万
人
を
超
え

11

た
自
殺
に
よ
る
死
亡
は
、
今
年
に
入
っ
て

か
ら
も
減
る
こ
と
は
な
く
、
１
月
か
ら
６

月
ま
で
の
半
年
で
１
万
７,
０
７
６
人（
警

察
庁
調
べ
）
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
過
去
最
多
だ
っ

た
平
成　

年
の
３
万
４,
４
２
７
人
に
迫

15

る
と
と
も
に　

年
連
続
で
年
間
３
万
人
を

12

超
す
情
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
鳥
取
県
に
お
い
て
も
、
２

１
２
人
（
前
年
よ
り　

人
増
加
）
で
過
去

21

最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
の
背
景
に
は
、
失
業
や
多
重
債
務
、

離
婚
や
家
族
と
の
別
離
、
人
間
関
係
の
ト

ラ
ブ
ル
や
目
的
意
識
の
喪
失
、
過
労
、
病

気
な
ど
健
康
不
安
、
将
来
へ
の
不
安
な
ど

様
々
な
要
因
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の

問
題
が
複
合
的
に
絡
ん
で
い
く
な
か
で
孤

立
状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
我
が
国
に
お
い
て
は
自
ら
命

を
断
と
う
と
さ
れ
る
人
の
半
数
が
直
前
に

「
う
つ
病
」の
状
態
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、「
自
殺
防
止
」
対
策

は
、「
う
つ
病
」
対
策
で
も
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

進
め
よ
う　

広
げ
よ
う

「
う
つ
病
」
へ
の
理
解　

　

今
年
に
入
っ
て
、
自
殺
さ
れ
た
人
の
７

割
が
男
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
近
年
の
経
済
情
勢
、
雇
用
情
勢
の

悪
化
が
、
仕
事
一
辺
倒
、
職
場
以
外
の
人

と
の
つ
な
が
り
の
薄
い
男
性
を
直
撃
し
、

孤
立
を
招
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

加
え
て
、「
う
つ
病
」
へ
の
理
解
が
不
十

分
な
た
め
、
睡
眠
不
足
や
気
分
の
落
ち
込

み
な
ど
が
続
い
て
い
て
も
周
囲
の
人
が
異

変
に
気
付
か
ず
、
ま
た
、
自
ら
も
「
う
つ

病
」
を
疑
う
こ
と
も
な
く
重
症
化
し
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。

「
う
つ
」
は
心
の
か
ぜ

　
「
う
つ
」
は
心
の
か
ぜ
と
い
わ
れ
て
お

り
、
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
疾
患

で
す
。

　

で
す
か
ら
、
他
の
疾
患
と
同
様
に
、
早

期
発
見
、
早
期
受
診
、
早
期
治
療
を
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
①
過
労
、
睡
眠
不
足
が
長
期
間
続
く

②
常
に
何
か
に
不
安
を
感
じ
、
落
ち
込
ん

で
い
る　

③
誰
と
も
接
触
し
た
く
な
い
、

話
し
た
く
な
い　

④
意
欲
が
著
し
く
低
下

し
て
い
る
」
な
ど
の
状
態
が
続
く
よ
う
で

あ
れ
ば
、
速
や
か
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
「
自
殺
予
防
」
に

取
り
組
も
う　

　

国
で
は
、
平
成　

年　

月
に
「
自
殺
対

18

10

策
基
本
法
」
を
施
行
し
、
内
閣
府
に
専
門

機
関
を
設
置
。
同　

年
６
月
に
は
「
自
殺

19

総
合
対
策
大
綱
」
を
定
め
ま
し
た
。

　

大
綱
の
な
か
で
、
世
界
自
殺
予
防
デ
ー

の
９
月　

日
か
ら
の
一
週
間
を
自
殺
予
防

10

週
間
と
し
、
国
及
び
自
治
体
、
関
係
機
関
・

団
体
が
総
力
を
あ
げ
て
自
殺
の
防
止
を
呼

び
掛
け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

右
下
図
の
「
自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動

〜
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜
」
を
参
考
に
、
か

け
が
え
の
な
い
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、

家
庭
で
、
職
場
で
、
地
域
で
、
自
殺
予
防

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめのののののののののののののののののののののののののののののののののののののの行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動自殺予防のための行動
 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～33333333333333333333333333333333333333つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつののののののののののののののののののののののののののののののののののののののポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～3つのポイント～

＜気づき＞  周りの人の悩みに気づき、耳を傾ける
○家族や仲間の変化に敏感になり、心の悩みを抱え
ている人が発する周りへのサインになるべく早く
気づきましょう。

○「手を差し伸べ、話を聞くこと」は絶望感を減らす
ための重要なステップです。時間をかけて、でき
る限り耳を傾けて聞きましょう。
○話題をそらしたり、訴えや気持ちを否定したり、
表面的な励ましをしたりすることは逆効果です。
相手の気持ちを尊重し、共感しましょう。

＜つなぎ＞  早めに専門家に相談するよう促す
○心の病気の兆候があれば、本人の置かれている状
況や気持ちを理解してくれる家族、友人、上司と
いった協力者を求めましょう。

○治療の第一歩は、公的相談機関、医療機関の専門
家への相談から始まります。協力者と連携して、
専門家への相談につなぎましょう。

＜見守り＞  温かく寄り添いながら、じっくりと見守る
○身体や心の健康状態について自然な雰囲気で声を
かけ、あせらずに優しく寄り添いながら見守りま
しょう。

○自然に応対するとともに、家庭や職場での体や心
の負担が減るように配慮しましょう。

○必要に応じ、家族と連携をとり、主治医に情報を
提供しましょう。
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対　　象場　　所時　　間内　　容曜日日
一般安 部 地 区 公 民 館受付  ８：30～10：00総 合 検 診火１
一般安 部 地 区 公 民 館受付  ８：30～10：00総 合 検 診水２
Ｈ18.7.17～Ｈ18.8.22生まれ郡家保健センター受付  12：30～12：45３ 歳 児 健 診

木３
一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室
一般八東保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談

月７
一般八東保健センター14：00～14：45水 中 運 動 教 室
Ｈ21.1.19～Ｈ21.2.28生まれ郡家保健センター受付  12：45～13：00６ か 月 児 健 診火８
一般船岡保健センター10：45～11：45さわやか体操教室水９
Ｈ19.7.16～Ｈ19.9.7生まれ郡家保健センター受付  12：40～12：55２ 歳 児 歯 科 健 診

木10
一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室
検診案内チラシをご覧下さい。八 東 地 域９：00～15：40巡 回 検 診

金11
Ｈ20.5.11～Ｈ20.7.31生まれ郡家保健センター受付  10：00～10：15幼 児 食 講 習 会
一般郡家保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談

月14 一般郡家保健センター９：30～11：00心と体の健康相談
一般八東保健センター14：00～14：45水 中 運 動 教 室
Ｈ21.4.1～Ｈ21.5.15生まれ郡家保健センター受付  ９：15～ ９：30離 乳 食 講 習 会

火15
一般八東保健センター14：00～15：00いきいき元気倶楽部
一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室木17
一般八 東 地 域９：00～16：10献　 　 血

金18 乳幼児郡家保健センター９：30～11：00育 児 相 談
一般郡家保健センター14：30～15：30健 康 講 座
一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室木24
一般船岡保健センター受付  ８：30～10：00総 合 検 診金25
一般船岡保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談

月28
健康診査受診者八東保健センター13：30～14：30検 診 結 果 相 談
一般郡家保健センター10：45～11：45さわやか体操教室水30
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でででででででででででで
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まままままままままままま
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でででででででででででで

いいいいいいいいいいいい
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ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で　

い
の
ち
の
電
話
へ

鳥
取
い
の
ち
の
電
話
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毎
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時
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21

自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
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（
毎
月　

日
8
時
〜
翌
日
8
時
）
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0
―
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―
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�  
�  
� 　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

６
月
４
日
に
東
部
地
区
「
親
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
」が
開
催
さ
れ
、
７
組
の
親
子
が
参
加
。
そ
の

中
の
１
組
と
し
て
参
加
し
た
山
�
愉
香
さ
ん
、
里
彩

ち
ゃ
ん
親
子
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
２
日
開
催
の
鳥
取
県
大
会
で
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
�
さ
ん
に
よ
る
と
、「
む
し
歯
予
防
の
秘
訣
は
、

『
む
し
バ
イ
菌
を
や
っ
つ
け
よ
う
！
』
を
合
言
葉
に
朝

晩
の
仕
上
げ
磨
き
を
す
る
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。 �����������	

��������	
�	�

������
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東
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八
東
解
放
文
化
祭
開
催
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第　

回
八
東
解
放
文
化
祭
が

29

７
月　

・　

日
の
２
日
間
開
催

18

19

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
は
、
小
中
学
校
児

童
生
徒
及
び
安
部
地
区
同
和
教

育
推
進
委
員
会
の
意
見
体
験
発

表
で
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と

す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
に
対
し
、

自
ら
差
別
解
消
を
す
る
た
め
に

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
基
調
講
演
で
は
、

部
落
解
放
同
盟
滋
賀
県
連
合
会

書
記
次
長　

丸
本
千
悟
さ
ん
が

「
差
別
の
現
実
か
ら
学
ぶ
―
差

別
と
は
何
か
―
」
と
題
し
て
話

さ
れ
ま
し
た
。
滋
賀
県
で
起
き

た
同
和
地
区
問
い
合
わ
せ
に
よ

る
差
別
事
件
の
概
要
を
報
告
さ

れ
、
そ
れ
に
対
し
て
行
政
の
見

解
や
問
題
点
な
ど
説
明
さ
れ
、

今
後
の
問
題
解
決
に
向
け
て
み

ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
行
動
を
起

こ
し
て
い
る
と
力
強
く
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
２
日
目
は
、
丹
比
保
育
所

児
童
に
よ
る
歌
、
ダ
ン
ス
を
始

め
と
し
て
、
各
団
体
の
踊
り
、

三
味
線
演
奏
、
皿
回
し
な
ど
多

く
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
お
茶
会
や
地
域

住
民
の
方
々
や
、
小
中
学
校
や

保
育
所
児
童
な
ど
の
作
品
の
展

示
及
び
白
兎
養
護
学
校
や
鳥
取

聾
学
校
の
学
校
紹
介
な
ど
を
展

示
し
ま
し
た
。

　

多
数
の
方
に
来
館
し
て
い
た

だ
き
、
差
別
解
消
に
向
け
て
、

意
義
の
あ
る
解
放
文
化
祭
に
な

り
ま
し
た
。

������

��������	
� ��������	

������

�����

八
東
隣
保
館

������
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第

　

第　

回
部
落
解
放
・
人
権

回
部
落
解
放
・
人
権

3434
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西
日
本
夏
期
講
座
に
参
加
し
て
！

 

西
日
本
夏
期
講
座
に
参
加
し
て
！　
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�
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船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

第
2
回
人
権
・
同
和
問
題

 
第
2
回
人
権
・
同
和
問
題

 
�
�
�
�

�
�
�
�

講
座
を
開
催

 

講
座
を
開
催 
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を
と
り
あ
げ
た
ら
、
世
界
各
国

か
ら
そ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な

い
か
と
指
摘
さ
れ
た
。
１
９
８

０
年
代
後
半
に
は
、
地
球
温
暖

化
を
は
じ
め
と
し
た
地
球
環
境

問
題
が
世
界
的
課
題
に
な
っ
て

き
た
。
食
料
危
機
を
名
目
に
、

人
口
抑
制
政
策
を
と
っ
た
国
が

あ
っ
た
。
不
妊
、
中
絶
な
ど
一

方
的
に
女
性
に
重
い
負
担
を
か

け
る
の
は
、
人
権
と
い
う
点
か

ら
も
問
題
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、『
キ
レ
る
子
ど
も

が
多
い
の
は
、
環
境
ホ
ル
モ
ン

が
関
係
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
？
』
と
い
う
質
問
に

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
結
論
は
出

て
い
な
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
９
日
か
ら　

日
の
二
日

10

間
山
口
県
山
口
市
ス
ポ
ー
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
約
４
、

５
０
０
人
余
り
の
参
加
が
あ
り
、

真
剣
に
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
講
演
１
に
は
、

「
格
差
拡
大
社
会
が
も
た
ら
す

も
の　

―
人
権
の
視
点
か
ら
考

え
る
」
と
題
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
斎
藤
貴
男
さ
ん
の
講

演
が
あ
り
、
次
に
、
猿
ま
わ
し

＆
ト
ー
ク
に
は
、「
猿
ま
わ
し

復
活
に
か
け
た
思
い
」
と
題
し

て
村
崎
太
郎
さ
ん
が
、
講
演
と

四
代
目
次
郎
と
猿
ま
わ
し
芸
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
部
落
問

題
は
、
い
ま　

―
若
者
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題
し
て
３
名

の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の

生
い
立
ち
や
思
い
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
講
演
２
で
は
、「
差

別
を
な
く
す
社
会
シ
ス
テ
ム
の

あ
り
方
」
と
題
し
て
、
近
畿
大

学
教
授
の
北
口
末
広
さ
ん
が
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
崎
太
郎
さ
ん
の
講
演
で

は
、
１
９
６
１
年
に
山
口
県
の

地
区
で
生
ま
れ
、
高
度
成
長
期

で
あ
り
な
が
ら
、
当
時
の
部
落

に
は
上
下
水
道
も
無
か
っ
た
。

　

人
生
に
は
、
何
回
か
の
転
機

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
村
崎
さ

ん
は
、
小
学
４
年
生
の
時
に
マ
ラ

ソ
ン
を
だ
ら
だ
ら
走
り
最
下
位

に
な
っ
た
。父
親
の
一
言
で
翌
年

に
は
上
位
入
賞
を
は
た
す
。

　

勉
強
ば
か
り
し
て
い
る
友
達

を
見
て
違
和
感
を
覚
え
音
楽
の

世
界
へ
の
思
い
が
強
く
な
り
、
プ

ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
目
指
そ

う
と
決
め
る
が
、
猿
ま
わ
し
芸

を
復
活
さ
せ
る
後
継
者
に
父
か

ら
指
名
さ
れ
現
在
に
至
る
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な

転
機
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月　

日
（
火
）
鳥
取
ハ
ー
ネ

11

ス
の
会
の
野
沢
実
さ
ん
に「
出
会

い
は
宝
物
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
「
盲
導
犬
と
歩
き
始

め
た
頃
は
、
神
経
を
使
い
、

へ
っ
ぴ
り
腰
で
ハ
ー
ネ
ス
を

持
っ
て
い
る
手
が
パ
ン
パ
ン
に

腫
れ
た
。
で
も
、
見
え
な
い
こ

と
で
い
ろ
ん
な
出
会
い
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
目
が
見
え
な
く
て

も
、
元
気
な
身
体
を
く
れ
た
両

親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
盲
導

犬
利
用
者
の
理
解
を
広
め
て
、

社
会
の
誰
も
が
見
守
り
安
心
し

て
歩
け
る
社
会
に
し
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

郡
家
隣
保
館

�����

�������

　

７
月　

日
（
木
）
鳥
取
環
境

23

大
学
准
教
授
の
相
川
泰
さ
ん
に

「
環
境
と
人
権
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
「
環
境
を
大
切
に
す

る
と
い
ろ
い
ろ
な
恩
恵
が
あ

る
。
き
れ
い
な
空
気
、
お
い
し

い
水
、
快
適
な
空
間
を
持
つ
こ

と
が
出
来
る
。
ま
た
、
精
神
的

な
安
定
も
も
た
ら
し
て
く
れ

る
。
心
を
支
え
る
も
の
と
し
て

も
環
境
は
大
切
で
あ
る
。
憲
法

第　

条
で
も
、『
す
べ
て
国
民

25
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す

る
』
と
し
て
い
る
。

　

国
際
環
境
会
議
で
、
日
本
が

環
境
問
題
と
し
て
公
害
の
こ
と

第
3
回
人
権
・
同
和
問
題

 
第
3
回
人
権
・
同
和
問
題
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座
を
開
催

 

講
座
を
開
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『『『『『『『『『『『『『『『『
川川川川川川川川川川川川川川川川
遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊
びびびびびびびびびびびびびびびび
フフフフフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェェェェ
スススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタ
』』』』』』』』』』』』』』』』

  
『
川
遊
び
フ
ェ
ス
タ
』

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
なななななななななななななななな
んんんんんんんんんんんんんんんん
でででででででででででででででで
もももももももももももももももも
たたたたたたたたたたたたたたたた
いいいいいいいいいいいいいいいい
けけけけけけけけけけけけけけけけ
んんんんんんんんんんんんんんんん
塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾

八八八八八八八八八八八八八八八八
東東東東東東東東東東東東東東東東
川川川川川川川川川川川川川川川川

　

〜
な
ん
で
も
た
い
け
ん
塾　

八
東
川

iiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnnin

　

八
東
地
域
の
小
学
生
を
対
象
に
、
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
恒
例
の
川
遊
び

フ
ェ
ス
タ
を
、
８
月
１
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
、
河
川
敷
で
の
開
催
を
中
止
し
、
会
場
を
体
験
農

園
管
理
棟
に
変
更
し
て
開
催
し
ま
し
た
が
、　

名
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
が
参

13

加
し
、
魚
の
つ
か
み
獲
り
、
竹
と
ん
ぼ
と
水
鉄
砲
を
作
っ
て
遊
び
ま
し
た
。

　

魚
の
つ
か
み
獲
り
で
捕
ま
え
た
魚
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
串
で
刺
し
て
焼
い
て

も
ら
い
、
食
べ
ま
し
た
。

丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹
比比比比比比比比比比比比比比比比
地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区
公公公公公公公公公公公公公公公公
民民民民民民民民民民民民民民民民
館館館館館館館館館館館館館館館館

 
丹
比
地
区
公
民
館

昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆昆
虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫
をををををををををををををををを
つつつつつつつつつつつつつつつつ
くくくくくくくくくくくくくくくく
ろろろろろろろろろろろろろろろろ
うううううううううううううううう

　

昆
虫
を
つ
く
ろ
う
�����������������

　

８
月
５
日
（
水
）、
丹
比
地
区
公
民
館

で
、
氷
ノ
山
響
の
森
の
指
導
員
さ
ん
を
講

師
に
、
木
の
枝
、
木
の
実
な
ど
を
ホ
ッ
ト

ボ
ン
ド
で
接
着
し
て
、
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
や

カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
の
昆
虫
を
自
由
に
作
り

ま
し
た
。

高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者
大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学
第第第第第第第第第第第第第第第第
３３３３３３３３３３３３３３３３
回回回回回回回回回回回回回回回回
学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会会会

 
高
齢
者
大
学
第
３
回
学
習
会

映映映映映映映映映映映映映映映映
画画画画画画画画画画画画画画画画

  
映
画『『『『『『『『『『『『『『『『
おおおおおおおおおおおおおおおお
くくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりり
びびびびびびびびびびびびびびびび
とととととととととととととととと
』』』』』』』』』』』』』』』』

『
お
く
り
び
と
』をををををををををををををををを
鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

を
鑑
賞

　

８
月　

日
（
月
）、
高
齢
者
大
学
第
３
回

10

学
習
会
と
し
て
、
昨
年
、
第　

回
ア
カ
デ

81

ミ
ー
賞
外
国
語

映
画
賞
、
お
よ

び
第　

回
日
本

32

ア
カ
デ
ミ
ー
賞

最
優
秀
作
品
賞

を
受
賞
し
た
映

画
「
お
く
り
び

と
」
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

  

　開 催 日　10月31日（土）～11月 １日（日）

　会　　場　各地域の公民館

　募集内容　日頃の趣味や習いごと、公民館

活動の成果としての作品及び芸

の発表など

 

犬のしつけ教室
日　時　９月13日（日）10:00～12:00

会　場　八東公民館講堂

指　導　山根愛犬病院獣医師

　　　　日本愛玩動物協会　鳥取県支部

※お申し込み、お問い合わせ等、

　詳しくは、八東公民館へお尋ねください。
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『『『『『『『『『『『『『『『『
 
『
子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももももも
教教教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室室室
』』』』』』』』』』』』』』』』

子
ど
も
教
室
』

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
のののののののののののののののののののの
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別
とととととととととととととととととととと
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ササササササササササササササササササササ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
クククククククククククククククククククク
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

み
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル

　

7
月　

日
（
土
）　

郡
家
公
民
館

18

　

ご
み
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
し
て
、
そ
の
後

に
家
庭
で
出
た
使
用
後
の
ラ
ッ
プ
の
芯
や
プ

リ
ン
な
ど
の
空
容
器
を
利
用
し
て
、
昔
懐

か
し
の
け
ん
玉
を
作
っ
て
遊
び
ま
し
た
。

ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ
ォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククククククククク

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

　

7
月　

日
（
土
）　

郡
家
東
地
区
公
民
館

18

　

夏
の
夜
道
（
約　

キ
ロ
）
を
月
明
り
と
星

3.5

空
の
下
、
会
話
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
歩

き
ま
し
た
。途
中
の
休
憩
所
で
は
星
の
説
明

と
観
測
も
し
て
、
ゴ
ー
ル
し
た
後
は
冷
え

た
ス
イ
カ
で
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

��������	
��
�

夏
休
み
体
験
記

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
のののののののののののののののののののの
星星星星星星星星星星星星星星星星星星星星
空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空
をををををををををををををををををををを
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううううううううう

夏
の
星
空
を
見
よ
う　

　

7
月　

日
（
金
）　

郡
家
西
地
区
公
民
館

31

　

当
日
は
、
雨
天
で
星
の
観
測
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
さ
じ
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク

の
山
西
さ
ん
の
解
説
付
き
映
像
で
、
皆
既

日
食
や
夏
の
夜
空
の
星
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。天
体
望
遠
鏡
も
覗
い
て
見
ま
し
た
。

ペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
しししししししししししししししししししし

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
飛
ば
し

　

8
月
8
日
（
土
）　

郡
家
公
民
館

　

炭
酸
飲
料
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用

し
て
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
り
、
専
用
の
発
射
台
に

取
り
付
け
て
飛
行
距
離
を
競
い
ま
し
た
。

パパパパパパパパパパパパパパパパ
ソソソソソソソソソソソソソソソソ
ココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
講講講講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座座座

　

パ
ソ
コ
ン
講
座  

������

　

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
船
岡
公
民

館
で
は
６
月　

日
か
ら
８
月
７
日
ま
で
パ

30

ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ド
講
座
を
４
回
、
エ
ク
セ
ル
講
座

６
回
、
メ
ー
ル
講
座
２
回
開
催
し
、
参
加

者
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、
講
師

に
操
作
方
法
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

季
節
の
挨
拶
文
の
出
し
方
、
表
計
算
の

仕
方
な
ど
、
い
ろ
ん
な
機
能
が
あ
る
の
に

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
多
々
あ
り
、
参
加

者
は
早
速
家
に
帰
っ
て
や
っ
て
み
る
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ソソソソソソソソソソソソソソソソ
フフフフフフフフフフフフフフフフ
トトトトトトトトトトトトトトトト
ボボボボボボボボボボボボボボボボ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルル
大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

７
月　

日
（
月
）
船
岡
公
民
館
主
催
の

20

第
２
回
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
を
船
岡
運
動
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
、
雨
が
降
っ
て
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
持
ち
直
し
、

汗
を
か
き
な
が
ら
、
参
加
ブ
ロ
ッ
ク
６

チ
ー
ム
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
と
第

４
ブ
ロ
ッ
ク
が
優
勝
を
争
い
、
優
勝
は
第

４
ブ
ロ
ッ
ク
（
坂
町
）
で
し
た
。
蒸
し
暑

い
中
、
選
手
の
皆
さ
ん
、
ま
た
応
援
団
の

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

こどもシアター

★９月13日（日）

　10:00～11:20
○ 劇場版 
   ポケットモンスター
   『 七  夜 の 願 い 星 

なな よ ねが ほし

　　　　  ジラーチ』
��������	


��������	


���������

�����������	


�
�
�
�
�
�
�
�

子供シアター

★９月19日（土）
　10:00～12:00
○ まんが日本昔ばなし
   「金太郎」

   「宝の下駄」

○ それゆけアンパンマン
   「バイキンマンの 逆 襲   」

ぎゃく しゅう

���������
���������
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八東図書室

１ 三国志談義�������� 安野光雅・半藤一利

２ 親友はいますか ���������� 渡辺淳一

３ 太陽を曳く馬 上・下�������� 高村 薫

４ 星間商事株式会社社史編纂室���� 三浦しをん

５ 八つ花ごよみ������������ 山本一力

６ ぐぎがさんとふへほさん������� 岸田衿子

漱石入門講座　６回シリーズ

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
　文豪　夏目漱石の作品
（ビデオ鑑賞を含む）を通し
て、漱石の人間像・人生観に
アプローチする漱石入門講
座（６回シリーズ）。

《9月26日の土曜日より開催》
　①  9/26（土）「漱石の人と作品」
　② 10/10（土）『坊っちゃん』と漱石
　③ 10/24（土)『吾輩は猫である』の背景
　④ 11/  7 （土）『三四郎』・『それから』・『門』
　　　　　　　　　　　　　 ～愛の三部作

　⑤ 11/21（土）『こころ』～生と死
　⑥ 12/  5 （土）『道草』～自伝的家庭生活

時　　間：全講座13：30～15：30
会　　場：八頭町郡家保健センター　
　（八頭町宮谷254-1　郡家図書館の隣です）

講　　師：小林洋一郎先生
　　　　　（鳥取大学名誉教授）

定　　員：各講座30名（先着順　受講料無料）
　　　　　※申込が必要です

申込締切：第１回目　9/12(土）まで
　　　　　２回以降は開催日の1週間前まで
　　　　　※１回のみの受講も可能です

申込方法：各館・室のカウンターまで直接申し
込みください。（電話・FAXでの申込可）

郡家図書館  八頭町宮谷256-4  �（0858）72-6660
船岡図書室  八頭町船岡539-1  �（0858）72-3970
八東図書室  八頭町北山48-1 � �（0858）84-6622

http:// l ibrary.town.yazu.tottor i . jp/
携帯電話からの本の検索・予約はこちら

▲

新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネットからも予約ができます）

９月のカレンダー
土金木水火月日

５４３２１

121110９８７６

19181716151413

26252423222120

30292827

郡家図書館
１ 侘助ノ白（居眠り磐音江戸双紙30）�� 佐伯泰英

２ 楊令伝 10�������������北方謙三

３ いじめの構造������������ 内藤朝雄

４ 医者からもらった薬がわかる本���� 木村 繁

５ Ｎｏ．6 ＃8 ���������あさのあつこ

６ 絵本の本������������� 中村 柾子

船岡図書室

１ 宵山万華鏡������������ 森見登美彦

２ 植物図鑑�������������� 有川 浩

３ ころころろ������������� 畠中 恵

４ ｆ植物園の巣穴����������� 梨木香歩

５ 差別と日本人 ����������� 野中広務

６ おりがみおろうよ！��������� 新宮文明

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいお譲りください
　町内の図書館・図書室では、貸し
出し用のベビーカーが不足してお
り利用者の方に不便をおかけして
おります。ご家庭で不要になった
ベビーカーがありましたら、ぜひ
図書館・図書室に無償でお譲りください。町内
の図書館・図書室に連絡いただければ引取りに
お伺いします。

休館日 開館時間 10：00～18：00

八東図書室船岡図書室郡家図書館

9月13日（日）
15:00～15:30

9月30日（水）
16:00～16:30

9月30日（水）
16：00～16：30

毎週土曜日15：00～
9月  5日 2～3才
9月12日 4才～1年生
9月19日 2年生～
9月26日 かがくあそび

日にち
時　間

おはなし会　※申込不要・大人も入れます
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八
頭
町
武
道
大
会

 
� （
4
月
5
日　

郡
家
武
道
館
）

■
剣　

道  

小
学
生
低
学
年　

個
人
の
部

１
位　

守
部
友
紀
乃（
八
東
小
）

小
学
生
高
学
年　

個
人
の
部

１
位　

森
田
恵
梨
奈（
郡
家
西
小
）

２
位　

山
�　

光
洋（
郡
家
東
小
）

３
位　

守
部　

克
哉（
八
東
小
）

４
位　

杉
本　

瑠
佳（
郡
家
西
小
）

基
本
の
部  

１
位　

岡
田　

善
浩（
新
興
寺
）

２
位　

大
江　

凌
生（
花　

原
）

■
柔　

道  

個
人
小
学
校
１
、２
年
生
の
部

1
位　

小
林　
　

岳（
丹
比
小
）

3
位　

山
中　

基
矢（
郡
家
東
小
）

3
位　

西
尾
奈
菜
子（
郡
家
東
小
）

個
人
小
学
校
３
年
生
の
部

1
位　

石
破　

大
暉（
郡
家
西
小
）

3
位　

中
嶋　

隼
人（
郡
家
東
小
）

個
人
小
学
校
４
年
生
の
部

1
位　

衣
笠
佑
太
朗（
郡
家
東
小
）

2
位　

中
嶋　

梨
香（
安
部
小
）

個
人
小
学
校
５
年
生
の
部

1
位　

竹
内　

翔
太（
郡
家
東
小
）

3
位　

中
庭　

吉
規（
郡
家
東
小
）

個
人
小
学
生
６
年
生
の
部

2
位　

中
嶋　

和
美（
安
部
小
）

個
人
中
学
生
男
子
の
部

1
位　

岡
本　

竜
斗（
中
央
中
）

■
空　

手  

小
学
生
形
の
部 

1
位　

石
山　
　

桂（
船
岡
小
）

3
位　

岩
城　

咲
良（
八
東
小
）

小
学
生
組
手
の
部 

1
位　

石
山　
　

桂（
船
岡
小
）

3
位　

中
村　

理
音（
隼　

小
）

中
学
生
形
の
部 

3
位　

小
嶋　

太
一（
船
岡
中
）

3
位　

竹
内　
　

開（
中
央
中
）

中
学
生
組
手
の
部

2
位　

竹
内　
　

開（
中
央
中
）

3
位　

小
嶋　

太
一（
船
岡
中
）

3
位　

森
田　

涼
平（
中
央
中
）

八
頭
町
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
（
５
月　

日
10

 
� 　

郡
家
運
動
場
外
３
会
場
）

会
場　

郡
家
運
動
場

　

優　

勝　

船
岡
第
５

　

準
優
勝　

大　
　

門

　

第
３
位　

山　
　

田

　

第
３
位　

済　
　

美

会
場　

船
岡
運
動
場

　

優　

勝　

郡
家
西
区

　

準
優
勝　

郡
家
中
区

　

第
３
位　

八
東　

組
11

　

第
３
位　

す
く
も
塚

会
場　

八
東
中
学
校

　

優　

勝　

安
井
宿
・
桜
ヶ
丘

　

準
優
勝　

八
東
９
組

　

第
３
位　

郡
家
北
区

　

第
３
位　

船
岡
第
６
坂
田

会
場　

八
東
野
球
場

　

優　

勝　

八
東
８
組

　

準
優
勝　

国
中
１
区

　

第
３
位　

ド
ミ
ー
ル
こ
お
げ

　

第
３
位　

落　
　

岩

船
岡
･
八
東
地
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
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催
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）
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勝
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位
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位

【
八
東
地
域
】 
八
東
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者
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館

優　

勝

準
優
勝

第
３
位

第
３
位

男
子
の
部

船
岡
殿

大　

江

西　

谷

水　

口
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子
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部

　
　

組

10２　

組

８　

組

　
　

組

11
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子
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部

船
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女
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組

（
６
月　
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八
東
川
水
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ラ
ザ
河
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公
園
）
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１
人
３
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ウ
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ド　

参
加
者
１
９
２
名

順
位

１
位

２
位

３
位

４
位

５
位

６
位

７
位

８
位

９
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位
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位
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位
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位
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位
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位
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夜
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満
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田
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健
吉

山
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登
那
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十
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英
郎

森
山
大
四
郎

小
林
よ
し
子

十
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和
子

毛
利
喜
久
子

桂
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昭
登

山
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洋
子

部
落
名

石
田
百
井

山　

路

麻　

生

才　

代

国
中
１
区

郡
家
中
区

郡
家
東

才　

代

久
能
寺

安
井
宿

日　

田

久
能
寺

万
代
寺

安
井
宿

　

島

打
数

　
48

　
52

　
53
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54

　
54

　
54

　
55

　
55

　
56

　
56

　
56

　
57

　
57

　
57

ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
数

313222111221222
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八
頭
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
７
月　

日  
八
東
若
者
体
育
館
）
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【
船
岡
地
域
】船
岡
ト
レ
セ
ン

優　

勝

準
優
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第
３
位

第
３
位

男
子
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部

八
東　
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八
東
２
組
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江

船

岡
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部

八
東
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組

石
田
百
井

池　
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八
東
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組

�
最
優
秀
選
手

男
子　

鈴
木　

祐
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八
東　

組
）
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女
子　

森
下　
　

彩（
八
東
８
組
）

八
頭
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

郡
家
地
域
部
落
対
抗

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
（
７
月　

日
19

 
�
�
� 
八
東
総
合
運
動
公
園
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優　

勝　

南

ヶ
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準
優
勝　

大　
　

坪

　

第
３
位　

久
能
寺
Ｂ
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７
月　

日
（
日
）、
郡
家
公
民
館
で
落
語

12

家
・
露
の
新
治
さ
ん
に
よ
る
「
お
笑
い
人

権
高
座
」
が
開
催
さ
れ
、
約
３
０
０
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

終
始
笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
時
間
の

中
に
も
、
人
権
に
つ
い
て
深
く
考
え
た

り
、
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
有
意

義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
笑
顔
で
く
ら
す
・
願
い
に
生
き
る
」
と

題
し
た
講
演
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

人
間
と
い
う
の
は
、
面
白
い
か
ら
笑
う

と
思
っ
て
ま
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
も
う
ひ

と
つ
、
笑
う
と
面
白
く
な
り
ま
す
。
面
白

く
な
く
て
も
笑
っ
て
る
と
面
白
く
な
る
。

こ
れ
を
日
常
生
活
に
も
取
り
入
れ
て
く
だ

さ
い
。
今
、
大
切
な
、
貴
重
な
時
間
を
生

き
て
る
ん
だ
か
ら
、「
あ
ー
、
今
日
も
一
日

ち
ゃ
ん
と
生
き
た
な
ー
」
と
、
気
持
ち
よ

く
振
り
返
ら
れ
る
よ
う
な
日
を
重
ね
る
方

が
幸
せ
と
違
い
ま
す
？
こ
ん
な
時
代
で

す
。
だ
か
ら
笑
い
ま
し
ょ
。
朗
ら
か
に
笑

顔
で
生
き
て
い
く
こ
と
を
大
事
に
し
て
、

そ
の
笑
顔
を
消
さ
な
い
よ
う
に
考
え
て

い
っ
た
ら
、
風
通
し
よ
く
、
楽
し
い
、
い

い
世
の
中
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

世
の
中
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
な
ん
と
な

く
当
た
り
前
に
思
っ
て
い
る
社
会
意
識
。

　

社
会
意
識
と
し
て
の
差
別
観
念
。
世
の

中
の
人
が
普
通
に
思
っ
て
い
る
感
覚
。
そ

の
中
に
差
別
、
偏
見
、
間
違
っ
た
こ
と
が

１
つ
入
る
と
え
ら
い
こ
と
に
な
る
ん
で
す

よ
ね
。
普
段
は
「
部
落
の
人
で
あ
ろ
う
と

な
か
ろ
う
と
」
別
に
ど
っ
ち
で
も
え
え
け

ど
、
結
婚
と
か
、
会
社
に
採
用
す
る
と
か

な
っ
た
ら
「
ち
ょ
っ
と
こ
れ
は
、
話
が
別

や
ぞ
」
と
な
る
。
こ
の
社
会
意
識
と
し
て

の
、
差
別
観
念
の
担
い
手
で
あ
る
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
、「
ほ
ん
ま
に
そ
れ
、
間

違
い
や
」
と
い
う
具
合
に
で
き
る
か
ど
う
か

が
、
今
問
わ
れ
て
い
る
ん
や
と
思
い
ま
す
。

　

誰
の
子
ど
も
に
生
ま
れ
た
か
ら
、
ど
う

や
こ
う
や
言
う
た
か
て
、 
遡 
っ
た
ら
、
誰

さ
か
の
ぼ

が
ど
な
い
や
わ
か
ら
ん
と
い
う
の
が
ほ
ん

ま
や
と
気
づ
き
ま
し
た
。
親
は
２
人
お

る
。
そ
の
親
は
ま
た
２
人
お
る
。　

代
20

 
遡 
っ
た
ら
１
０
０
万
人
の
ご
先
祖
さ
ん
。

さ
か
の
ぼ

把
握
で
き
て
る
人
お
ら
れ
ま
す
か
？
「
ウ

チ
の
先
祖
は
お
前
の
と
こ
と
違
う
」
と
言

い
切
れ
る
の
？
そ
れ
よ
り
「
ウ
チ
の
先
祖

と
お
前
の
と
こ
の
先
祖
は
、
ど
っ
か
で

引
っ
か
か
っ
て
る
か
も
し
れ
ん
な
」
と
い

う
の
が
、
む
し
ろ
正
し
い
見
方
で
す
よ
。

根
拠
も
な
し
に
人
を
馬
鹿
に
し
た
り
、
切

り
捨
て
た
り
す
る
と
い
う
の
は
、
も
う
全

く
無
知
ゆ
え
の
な
せ
る 
業 
で
ご
ざ
い
ま

わ
ざ

す
。
馬
鹿
馬
鹿
し
い
で
す
ね
え
。
だ
け

ど
、
そ
ん
な
こ
と
に
、
ま
だ
引
っ
か
か
っ

て
い
る
の
が
、
今
の
世
の
中
の
考
え
方

や
。「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
誰
や
」と
か
、「
ど

こ
の
出
身
や
」
と
か
、
そ
れ
ば
っ
か
り
。

だ
か
ら
、
差
別
と
い
う
の
は
社
会
的
な
言

い
が
か
り
を
つ
け
る
だ
け
の
話
で
す
ね
。

そ
の
根
拠
は
な
い
と
、
こ
の
数
字
が
教
え

て
る
。

　

こ
れ
で
、
も
う
や
め
よ
。
親
か
ら
い
ら

ん
も
ん
押
し
付
け
ら
れ
た
け
ど
、
そ
れ
を

 
払 ふっ 
拭 
せ
な
ー
あ
か
ん
と
思
い
ま
し
て
、
私

し
ょ
く

な
り
の
整
理
で
、「
不
当
な
分
け
へ
だ
て
」

と
い
う
言
葉
を
作
り
ま
し
た
。「
分
け
へ

だ
て
」
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
お
金

を
借
り
て
返
す
人
と
、
踏
み
倒
す
人
、
こ

れ
は
分
け
へ
だ
て
す
る
で
し
ょ
？
こ
う
い

う
ふ
う
な
こ
と
と
一
緒
に
し
ろ
と
言
う
て

ま
せ
ん
よ
。「
差
別
を
な
く
す
」
い
う
の

は
、
元
々
、
不
公
平
や
し
、
不
当
や
し
、

間
違
い
や
か
ら
「
元
に
戻
し
ま
し
ょ
う
」

と
言
う
て
る
だ
け
の
話
で
す
。
戻
し
た
後

は
、
中
身
に
お
い
て
人
間
に
差
を
つ
け
ら

れ
る
の
は
、
し
ゃ
あ
な
い
。
一
つ
ひ
と
つ

不
当
な
分
け
へ
だ
て
を
な
く
し
て
い
っ

て
、「
笑
顔
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
だ
け
の
話
で
す
。

　

差
別
は
３
つ
の
パ
ー
ツ
に
分
か
れ
ま

す
。
ま
ず
、
さ
れ
る
差
別
を
「
被
差
別
」。

自
分
は
あ
か
ん
と
思
う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

を「
自
分
差
別
」。
ボ
ク
は
背
が
低
い
か
ら

女
の
子
に
も
て
な
い
ん
だ
と
バ
カ
に
さ
れ

た
と
き
に
受
け
入
れ
て
し
ま
う
。
今
度

は
、
自
分
差
別
を
ご
ま
か
す
た
め
に
、
俺

は
、
あ
い
つ
よ
り
は
背
が
高
い
ぞ
と
、
よ

り
弱
い
も
の
い
じ
め
を
す
る
卑
怯
者
。
そ

れ
を
「
加
差
別
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。
こ

れ
を
な
く
す
た
め
に
ど
な
い
し
た
ら
い
い

か
私
な
り
に
考
え
ま
し
た
。
よ
り
弱
い
も

の
い
じ
め
を
し
て
い
る
限
り
、
俺
は
解
放

さ
れ
な
い
、
私
は
の
び
の
び
と
生
き
ら
れ

な
い
と
部
落
解
放
運
動
か
ら
学
ば
し
て
も

ら
っ
た
人
権
感
覚
で
、
自
分
を
立
て
直
せ

る
か
ど
う
か
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

が
書
い
て
あ
る
の
が
水
平
社
宣
言
。
や
る

か
や
ら
れ
る
か
が
変
わ
る
だ
け
で
、
辛
く

て
泣
く
人
間
を
作
っ
て
い
て
は
、
ほ
ん
ま

の
解
決
に
は
な
れ
へ
ん
。
や
っ
た
り
や
ら

れ
た
り
の
関
係
の
な
い
、
ま
っ
す
ぐ
な
世

の
中
を
い
っ
ぺ
ん
目
指
そ
や
な
い
か
。
で

き
る
か
、
で
け
へ
ん
か
分
か
ら
ん
け
ど

も
、
や
っ
て
み
る
価
値
は
あ
る
や
ろ
。

ま
っ
す
ぐ
な
世
の
中
、
そ
れ
が
人
類
の
最

高
の
理
念
違
う
ん
？
誰
が
す
る
の
っ
て
、

差
別
す
る
側
が
ま
っ
す
ぐ
な
世
の
中
に
す

る
と
思
う
？
差
別
し
て
い
る
側
は
、
痛
く

も 
痒 
く
も
な
い
か
ら
、
ま
っ
す
ぐ
な
世
の

か
ゆ

中
を
作
る
必
要
性
を
感
じ
て
な
い
は
ず

や
。
差
別
さ
れ
て
痛
い
目
に
あ
っ
て
、
こ

ん
な
世
の
中
ア
カ
ン
で
、
人
間
が
人
間
を

差
別
す
る
の
は
ア
カ
ン
で
、
と
肌
身
で

知
っ
て
る
我
々
こ
そ
が
、
ま
っ
す
ぐ
な
世

の
中
を
作
る
先
頭
に
立
つ
資
格
が
あ
る
の

と
ち
ゃ
う
の
？
あ
る
い
は
、
そ
の
使
命
が

八八八八八八八八八八八八八
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
町町町町町町町町町町町町町
同同同同同同同同同同同同同
和和和和和和和和和和和和和
問問問問問問問問問問問問問
題題題題題題題題題題題題題
講講講講講講講講講講講講講
演演演演演演演演演演演演演
会会会会会会会会会会会会会　

「「「「「「「「「「「「
新新新新新新新新新新新新
ちちちちちちちちちちちち
ゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃ
んんんんんんんんんんんん

「
新
ち
ゃ
ん
ののののののののののののの
おおおおおおおおおおおお
笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑
いいいいいいいいいいいい
人人人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権権権
高高高高高高高高高高高高
座座座座座座座座座座座座
」」」」」」」」」」」」

お
笑
い
人
権
高
座
」
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あ
る
の
と
ち
ゃ
う
の
？
な
る
か
な
れ
へ
ん

か
は
後
の
話
に
し
て
、
と
に
か
く
、
そ
の

運
動
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
を
、
人
間
と
し

て
の
自
分
の
生
き
方
の
誇
り
に
す
る
ぞ
と

言
い
切
っ
た
人
間
が
、
水
平
社
の
人
達
や

と
私
は
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
人
権
宣

言
、
あ
れ
が
原
点
で
は
な
い
か
と
。

　

社
会
意
識
と
し
て
の
差
別
観
念
の
担
い

手
か
ら
一
抜
け
る
方
が 
清  
 々
し
く
生
き
ら

す
が 
す
が

れ
る
ん
や
っ
た
ら
、
正
し
い
こ
と
に
向

か
っ
て
生
き
て
い
く
べ
き
や
と
、
こ
う
い

う
ふ
う
な
図
を
私
は
思
い
つ
き
ま
し
た
。

こ
れ
何
か
？
私
の
大
好
き
な
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
の
缶
詰
。
缶
詰
に
さ
れ
た
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
は
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
形
じ
ゃ
お
ま
へ

ん
。
こ
れ
は
、
缶
カ
ン
の
形
で
す
。
そ
れ

で
、
薄
っ
ぺ
ら
に
ス
ラ
イ
ス
さ
れ
て
、
ペ

ラ
ッ
ペ
ラ
。
積
み
重
ね
ら
れ
て
、
上
と
下

の
力
関
係
が
出
来
て
し
ま
う
か
ら
、
仲
良

う
で
き
ま
せ
ん
。
ま
だ
、
平
面
に
並
べ
ら

れ
て
い
た
ら
、
薄
っ
ぺ
ら
い
な
が
ら
も
、

「
お
互
い
薄
く
な
り
ま
し
た
な
」「
そ
う
で

す
ね
え
」
言
う
て
、
寄
り
添
う
こ
と
も
で

き
ま
す
わ
、
同
じ
待
遇
の
立
場
で
。
縦
に

積
ま
れ
た
ら
、
上
下
の
関
係
が
あ
る
か

ら
、
心
の
底
か
ら
仲
良
う
で
き
ま
へ
ん
。

す
な
わ
ち
、
積
み
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
る
。
な
お
か

つ
、
真
ん
中
の
芯
の
と
こ
を
く
り
抜
か
れ

て
、
ポ
カ
ン
と
う
つ
ろ
。
そ
し
た
ら
、
も

う
、
こ
の
一
切
れ
は
、
何
に
も
自
分
の
生

き
る
自
信
を
持
て
ま
せ
ん
わ
。
何
が
一
番

気
に
な
る
か
言
う
た
ら
、
た
っ
た
一
つ
で

し
ょ
。「
ワ
シ
、
何
段
目
や
ろ
」
っ
て
。
こ

れ
し
か
な
い
。「
何
段
目
や
ろ
」。
あ
い
つ

よ
り
は
上
や
、
ま
あ
ま
あ
、
こ
れ
く
ら
い

で
え
え
。
人
並
み
や
、
世
間
並
み
や
と
い

う
よ
う
な
価
値
基
準
で
、
自
分
を
何
と
か

保
っ
て
生
き
て
る
。
そ
や
か
ら
、
我
々
、

周
り
が
気
に
な
る
ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
生
き
て
る
我
々

は
、
ま
ず
、
芯
が
抜
け
ま
す
よ
。
自
分
が

人
間
と
し
て
何
が
し
た
い
、
ど
う
生
き
た

い
ん
や
い
う
の
を
ち
ょ
っ
と
、
棚
の
上
に

置
い
て
、
周
り
と
の
兼
ね
合
い
だ
け
を
大

事
に
考
え
て
生
き
て
い
く
。
そ
う
い
う 
性 

し
ょ
う

 
根 
に
な
っ
た
ら
、「
あ
れ
よ
り
ま
し
や
」
と

ね下
を
見
る
癖
が
で
き
て
き
ま
す
。
下
が

お
っ
た
方
が
得
や
し
楽
や
。
そ
の
楽
な
下

を
作
り
た
い
意
識
の
と
こ
ろ
に
、
不
当
な

分
け
へ
だ
て
が
入
っ
て
み
な
は
れ
、
そ

ら
、
差
別
意
識
が
し
が
み
つ
い
て
、
誰
か

を
差
別
す
る
側
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
社
会
意
識
と
し
て
の
差
別
観

念
の
担
い
手
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
と
ち
ゃ

い
ま
す
か
？
そ
こ
か
ら
抜
け
な
あ
か
ん
、

自
分
を
解
放
せ
な
あ
か
ん
と
な
っ
た
時
に

何
が
必
要
か
と
思
っ
て
、
私
が
思
い
つ
い

た
の
が
、
こ
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
缶
詰
で

す
。
芯
が
抜
け
て
ま
す
。
人
間
と
し
て
の

芯
が
抜
け
て
る
か
ら
こ
そ
、
あ
れ
よ
り
ま

し
や
、
ば
っ
か
り
気
に
し
て
た
ん
や
と
。

ほ
ん
で
、
自
分
な
り
の
勝
手
な
造
語
で
す

が
、
自
分
の
芯
が
大
事
と
い
う
こ
と
で

「 
自  
芯 
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
つ
き
ま
し

じ 
し
ん

た
。
自
分
の
人
生
は
自
分
が
主
役
と
違
い

ま
す
や
ろ
か
。 
清  
 々
し
く
笑
顔
で
生
き
て

す
が 
す
が

い
く
た
め
に
何
を
し
た
い
、
こ
う
生
き
た

い
と
い
う
の
を
は
っ
き
り
持
っ
て
、
で
き

た
ら
、
自
信
が
備
わ
り
、
差
別
を
せ
ん
で

も
生
き
て
い
け
る
人
間
と
し
て
、
残
っ
た

時
間
を
生
き
て
い
き
た
い
で
す
ね
え
。

　

差
別
を
な
く
す
る
と
い
う
の
は
、
そ
こ

ら
へ
ん
に
あ
る
差
別
を
、
ア
カ
ン
ア
カ
ン

と
言
う
。
そ
れ
も
大
事
で
す
よ
。
け
ど
、

ほ
ん
ま
は
一
人
一
人
が
自
分
自
身
の
生
き

方
の
中
で
、
差
別
を
せ
ん
で
も
生
き
て
い

け
る
人
間
に
自
分
を
変
え
て
い
く
。
す
な

わ
ち
、
自
己
変
革
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
ん
や
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
を
心
に
留
め
て
、
自
分
自
身
も
こ
れ
か

ら
も
修
行
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
自
分
を
見
つ
め
る
場
合

は
、
あ
き
ま
へ
ん
な
あ
。
私
も
偉
そ
う
に

言
う
て
ま
す
が
、
す
ぐ
自
分
の
事
を
棚
に

上
げ
て
、
も
う
、
人
の
こ
と
ば
っ
か
り
で

す
わ
。
我
々
は
自
分
が
見
え
へ
ん
の
で
す

よ
。
な
ら
ば
、
自
分
自
身
の
心
の
有
り
様

を
見
る
ひ
と
つ
の
学
び
の
場
と
し
て
も
、

偏
見
と
か
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
と
か
、
人

に
対
す
る
見
下
す
感
情
と
か
、
差
別
意
識

あ
る
か
な
い
か
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
損
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
加
差
別
を
や
め
て
、
自

分
差
別
と
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
バ
イ
バ

イ
し
て
朗
ら
か
に
残
っ
た
時
間
を
生
き
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
、
部
落
解

放
運
動
か
ら
の
学
び
、
同
和
教
育
か
ら
の

学
び
の
場
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
自

身
を
変
え
る
た
め
に 
願  
生 
ろ
う
と
い
う
こ

が
ん 
ば

と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。「
が
ん
ば
る
」

は
、
こ
の
「 
願  
生 
る
」
で
っ
せ
。
こ
の「

が
ん 
ば

 
頑 がん

 
張 
る
」
も
え
え
け
ど
。「
願
い
に
生
き
る
」

ば私
が
教
え
て
い
た
だ
い
た
一
生
大
事
に
し

て
い
く
言
葉
。
こ
れ
を
書
い
た
の
は
中
学

１
年
の
男
の
子
。
た
ま
た
ま
、
漢
字
の
書

き
取
り
の
お
さ
ら
い
を
し
て
る
時
、
こ
の

字
を
書
い
た
。
で
、
お
母
さ
ん
が
そ
れ
を

見
て
、「
い
い
ね
。
願
い
が
あ
っ
て
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
生
き
る
か
ら
、
頑

張
る
こ
と
も
で
き
る
ん
や
ね
」
と
、
素
敵

な
お
母
さ
ん
。
私
ま
で
教
え
て
も
ろ
て
、

今
日
こ
の
場
で
皆
さ
ん
に
も
受
け
売
り
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
ん
で
す
。
も
う
ひ

と
つ
、「
願
わ
れ
て
生
ま
れ
る
」。
そ
う
で

し
ょ
。　

代
遡
っ
た
ら
、　

億
人
の
ご
先

33

85

祖
さ
ん
か
ら
ひ
と
つ
の
間
違
い
も
な
く
、

少
な
く
と
も
あ
な
た
に
は
、
命
の
糸
が
伝

わ
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
す
ご
い
こ
と

で
っ
せ
。
我
々
は
願
わ
れ
て
生
ま
れ
た
。

大
い
に
プ
ラ
イ
ド
も
っ
て
、
願
い
に
生
き
よ

う
じ
ゃ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。願
わ
れ
て
生
ま

れ
さ
せ
て
も
う
た
ん
や
か
ら
、
願
わ
れ
て

生
き
て
き
た
ん
や
か
ら
、
願
い
に
生
き
て

も
バ
チ
当
た
ら
へ
ん
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
「 
願  
生 
る
」
を
ご
自
身
の
言
葉
に

が
ん 
ば

し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
お
広
め
い
た
だ
い

た
ら
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

共
に 
願  
生 
り
ま
し
ょ
う
。

が
ん 
ば
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《次回農業委員会開催予定》

　平成21年９月10日（木）

（※申請書は毎月25日までに提出してください。

　  翌月の定例農業委員会で審議します。）

【提出・お問い合わせ先】

��������������������������

��������	
��
�������������

��������	
��
�������������

第5回農業委員会審議内容(平成21年8月10日)
　１．農地法の規定による許可申請

　　　（所有権移転）４件　（転用）３件

　２．非農地証明　１件

　３．農用地利用集積計画の決定

　　　（賃貸借　９件　　使用貸借　２件）

　報告事項

　�合意解約　４件

長期に農地の貸し借りを長期に農地の貸し借りを
 ���������� されている方へ されている方へ

農業委員会

Information

新しい選挙管理委員さんを
紹介します

　この度、平成21年６月19日開催の町議会

定例会での同意を得て、選挙管理委員が決ま

りました。

　任期は平成21年６月28日から平成25年６

月27日までです。

　���　　　　　　石谷　正紀さん

　��������　柳原まゆみさん

　���　　　　　　中村　夏子さん

　���　　　　　　田中　洋司さん

　町内には、数十年前に交わされた賃貸借契約に

基づいて耕作されている農地が多くあり、中に

は、既に死亡されている者同士で結ばれた契約内

容が現在も継続されている農地もあります。

　このような賃貸借契約では、小作料の額につい

てトラブルが発生したり、解約する際の手続きが

複雑化することがあります。

　相続や贈与をして所有者が変わったり、農業経

営を移譲するなどして耕作者が変わった時には、

以前の契約は解約し、新しい当事者間で契約する

ようにしましょう。

　また、以前の契約内容を継続する場合でも、所

有者と耕作者が定期的に契約内容を点検し、必要

があれば見直しを行いましょう。

　ご質問やご相談は、
　農業委員会事務局（� 84－1227）へ
　お尋ねください。　

外国語指導助手（ALT）の紹介

　２学期から町内の小中

学校に外国語指導助手

（ALT）として、アーシネ

ガ・エリックさんが来町

されました。

　これからいろいろな所

でお会いする機会がある

と思います。その時はどう

ぞよろしくお願いします。 ��������	
��

��������
　柳原まゆみさん

���
　石谷　正紀さん

���
　田中　洋司さん

���
　中村　夏子さん
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Information

八頭町商工会プレミアム付きらめき
商品券1万円で1万2千円分のお買い物

　八頭町と八頭町商工会が連携して、特典付

商品券を発行し、町内事業者の経営安定と地

域住民の生活支援を行ないます。

販 売 期 間　平成21年10月４日（日）～

　　　　　　平成21年11月30日（月）

有 効 期 限　平成22年１月31日（日）

販 売 価 格　１冊(1,000円×12枚)10,000円

購入対象者　町内在住又は町内事業所に勤務

する18歳以上の者。

購 入 限 度　１人当り  ３冊(30,000円)まで。

　　　　　　１世帯当り９冊(90,000円)まで。

販 売 冊 数　10,000冊

　詳しくは、後日、チラシでお知らせします。

問 い 合 せ　八頭町商工会（�72-2113）

住宅用太陽光発電システム
設置費補助金 

　八頭町では、環境にやさしいまちづくりを

推進するため、住宅用太陽光発電システムを

設置される町民に、設置費の一部を補助し、

自然エネルギーの活用を支援します。

補助対象者　八頭町内に住所を有する者で、

平成21年４月１日以降に、太陽光発電普

及拡大センターの補助を受けて、自ら居住

する町内の住宅に住宅用太陽光発電システ

ムを設置する（した）者

補助金の額　９万円/kw(上限36万円/４kw）

そ　の　他　予算の範囲内で補助金を交付し

ますので、申請額が予算額の720万円（４

kwで申請があった場合、20件まで）に達し

た時点で申請を打ち切ります。

　詳しくは、町ホームページ又は、企画人権
課（�76-0203）へお問い合わせください。

役役役役役役役役役役役役役役役役場場場場場場場場場場場場場場場場人人人人人人人人人人人人人人人人事事事事事事事事事事事事事事事事異異異異異異異異異異異異異異異異動動動動動動動動動動動動動動動動ののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせ役場人事異動のお知らせ
（平成21年８月１日付）新 規 採 用

村田知登美係　　長�八東公民館 

澤田　博文現業主任�船岡学校給食共同調理場

中山　教道現業主任�八東学校給食共同調理場

入 札 結 果

入 札 日　平成21年７月７日
工 事 名　八頭町立八東小学校体育館耐震補強等工事
工事場所　八頭町東328
所 管 課　教育委員会教育課
落札金額　48,720,000円（税込み）
落札業者　こおげ・八田建設
　　　　　特定建設工事共同企業体
　                        
入 札 日　平成21年７月７日
工 事 名　八頭町立郡家東小学校体育館耐震補強等工事
工事場所　八頭町稲荷310
所 管 課　教育委員会教育課
落札金額　20,475,000円（税込み）
落札業者　田中工業・一企工
　　　　　特定建設工事共同企業体
　                          
入 札 日　平成21年７月７日
工 事 名　八頭町立郡家西小学校体育館耐震補強等工事
工事場所　八頭町郡家541
所 管 課　教育委員会教育課
落札金額　10,626,000円（税込み）
落札業者　田中建設・松田組
　　　　　特定建設工事共同企業体
　　                          
入 札 日　平成21年７月７日
工 事 名　八頭町立船岡中学校体育館耐震補強等工事
工事場所　八頭町坂田30
所 管 課　教育委員会教育課
落札金額　17,272,500円（税込み）
落札業者　藤原・山陰
　　　　　特定建設工事共同企業体
　　                          
入 札 日　平成21年７月７日
工 事 名　八東ふれあいスポーツセンター屋根葺替え工事
工事場所　八頭町安井423－１
所 管 課　教育委員会生涯学習課
落札金額　10,006,500円（税込み）
落札業者　東洋建設（株）
　                          
入 札 日　平成21年７月７日
工 事 名　桜ヶ丘集会所増築工事
工事場所　八頭町桜ヶ丘
所 管 課　建設課
落札金額　17,115,000円（税込み）
落札業者　（有）中田組
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上水道の適正な管理のお願い
宅内の漏水点検は、定期的に

　「生活実態が変わらな

いのに、急に水道の使用

量が増えた。」「晴れてい

るのに不自然な水たまり

がある。」このような場合

は、漏水の可能性があり

ます。

　定期的に漏水検査をし

てください。検査方法

は、ご家庭の蛇口を全部閉め、メーターボッ

クス内の水道メーターをご確認ください。水

道メーター内のパイロット（銀色のコマ）が回り

続ける場合は、漏水が考えられます。

　この場合は、早急に八頭町の指定工事店へ

修繕を依頼してください。（メーター器から

宅内側の漏水修繕は、自己負担となります）
【お問い合わせ先】
　本　　庁　上下水道課　�　76-0207

　船岡支所　産業建設課　�　72-3973

　八東支所　産業建設課　�　84-1228

「木を使った住まい」の無料相談会

リファーレンいなば休館のお知らせ

　９月５日（土）は、施設保守点検のためリ
ファーレンいなばを休館します。

問合せ先　財団法人鳥取県東部環境管理公社
　　　　　�(0857)59-1807

キャンプやろうぜ�GOGOGO

　高校生と小学生という世代の違うこども達
が自然の中で一緒に楽しみながらコミュニ
ケーションを取り、助け合い、社会性、協調
性を学びながらキャンプをします。

開　催　日　平成21年９月19日（土）～21日（月）

開 催 場 所　安徳の里　姫路公園

参加対象者　因幡地域の小学生(４～６年生)、
　　　　　　高校生(１～３年生)計80名

参　加　費　3,000円(食費、保険料、テント代他)

申 込 期 限　平成21年９月９日（水）

問 い 合 せ　（社）鳥取青年会議所ホームページ
　　　　　　http://torijc.main.jp　又は
　　　　　　�(0857)24-1638へ

鳥取県の話題を満載

県県県県県県県県県県県県県県県県総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌「「「「「「「「「「「「「「「「ととととととととととととととととっっっっっっっっっっっっっっっっととととととととととととととととりりりりりりりりりりりりりりりりＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷ」」」」」」」」」」」」」」」」県総合情報誌「とっとりＮＯＷ」
 �� （第83号・9月1日発行）好好好好好好好好好好好好好好好好評評評評評評評評評評評評評評評評発発発発発発発発発発発発発発発発売売売売売売売売売売売売売売売売中中中中中中中中中中中中中中中中好評発売中
　古来より世代を超えて受け継がれてきた郷
土の伝統芸能。これを廃らせることなく次世
代に伝えていこうと今秋、「日本のまつり・
2009鳥取」が開幕します。県内外、海外の約
160団体が一同に会するビッグイベント。参
加団体の意気込みや概要を紹介します。

取扱場所　県内の主な書店、役場情報政策室

定　　価　１部300円（税込み）

問合せ先　鳥取県広報連絡協議会
　　　　　（県庁広報課内）�0857-26-7086

““県産材を使って、助成金を活用し、県産材を使って、助成金を活用し、
 ����健康的な木のすまいを建てよう” 健康的な木のすまいを建てよう”
　鳥取県木材協同組合連合会では、県の委託
を受け、県産材を使って住まいを建てたい方
に、いろいろな情報をまとめて提供する窓口
として、住まいの無料相談会を開催します。
　ご相談の内容や個人情報は責任を持って保
護しますので、お気軽に御相談ください。

相 談 日　平成21年９月６日（日）
　　　　　午前９時～午後４時

募集人員　10人程度（要予約）

相談場所　郡家公民館　２階　青年室

相 談 員　県産材アドバイザー（一級建築士）
及び県産材販路開拓員（工務店で
の営業経験あり）

申込窓口及び問合せ先
　鳥取市湖山町西２丁目413
　鳥取県木材協同組合連合会
　�(0857)31-2775
　E-mail：kensanzai@bloom.ocn.ne.jp
※鳥取県木材協同組合連合会では、随時電話無

料相談(�0857-31-2775)を行っています。
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若桜鉄道  一部列車時刻の改正（１０/1～）
　若桜鉄道では、乗車率向上を目指し、10月 

１日（木）から７時52分郡家駅発若桜行きの

発車時刻を６分早めます。 

　ご理解とご協力をお願いします。

平成21年度　鳥取県アートスタート
｢次世代鑑賞者育成事業｣支援事業

「心にのこるたからもの
“ドーニドーニ・ヒーナィヒーナィ・
 �� のんびりのびのび”音ひろば」
  ������� の開催について
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8:178:108:068:037:597:557:527:497:46

定額給付金・受付期限は9月14日

　定額給付金の申請受け付けを役場本庁舎、

各支所窓口及び郵送で行っています。

　まだ申請されていない方には、ハガキでお

知らせをしましたが、受付期限は、平成21年

９月14日（月）です。

　お早めの申請をお願いします。

問い合せ　八頭町役場総務課 �76-0201

　０歳からの子どもたちを対象とした、ギニ
ア・フィリピン・日本の３人の音楽家による
歌と生演奏のライブコンサートが社団法人
ハーモニーカレッジの主催で開かれます。
　自然の中で、ゆったりと、心に響くことば
やメロディをご家族で楽しんでみませんか？
　皆さんのご来場をお待ちしています。
開催日時　平成21年９月27日（日）
　　　　　開場９時30分　開演10時00分
会　　場　社団法人ハーモニーカレッジ
　　　　　空山ポニー牧場内特設広場
　　　　　（鳥取市越路大谷751－2）
　　　　　※雨天の場合、郡家ふれあいドーム
入 場 料　７歳までのお子さんと一緒の家族 … 500円
　　　　　その他一般の方 ………………… 500円
問合せ先　社団法人ハーモニーカレッジ
　　　　　TEL/FAX 0858-84-3415
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八頭町フルーツロードめぐり

　｢フルーツの里｣八頭町で、フルーツに関連

する各種イベントや、フルーツ味覚めぐりを

実施します。

注）道 の 駅�道の駅はっとう（徳丸）

ＪＡ郡家�ＪＡ郡家果実選果場（門尾）

観 光 園�はっとうフルーツ観光園（徳丸）

新 水 園�いなば新水園（花原）

み か ど�物産館みかど（大門）

フレンド�こおげフレンドセンター（門尾）

　　総合センター�フルーツ総合センター（徳丸）

フルーツ関連イベント

　

フルーツ味覚めぐり
　味覚めぐりで、豊潤な味わいの八頭町のフ

ルーツ（3,000円相当）を抽選で各20名様に

プレゼント！

　詳しくは、八頭町核イベント実行委員会

（産業課内 �76-0208）へお問合せください。

Information

会場イベント名期日

道の駅八東ぶどう祭り、八東梨まつり
9/  6(日)

JA郡家郡家梨まつり

観光園はっとうフルーツ観光園
開園イベント9/18(金)

道の駅八東西条柿まつり
フルーツ総合センターまつり

10/24(土)
  � ～25(日)

新水園いなば新水園梨まつり10/25(日)

みかど物産館みかど花御所柿祭り11/29(日)

フレンドこおげフレンドセンター祭り12/12(土)
 � ～13(日)

9/1～9/15　
八東ぶどう祭り・八東梨まつり会場
（道の駅）、
郡家梨まつり会場（JA郡家）、
総合センター、みかど、フレンド

第２弾
青　梨

9/18～10/30
観光園、総合センター、
みかど、フレンド

第３弾
りんご

10/1～10/30　
いなば新水園梨まつり（新水園）、
総合センター、みかど、フレンド

第４弾
赤　梨

10/10～10/30
八東西条柿まつり（道の駅）、
総合センター、みかど、フレンド

第５弾
西条柿

11/24～12/10
総合センター、みかど、フレンド

第６弾
花御所柿

第1回筑紫哲也賞
“スローライフの眼”作文コンクール
　昨年末に逝去された、ジャーナリスト　筑紫
哲也氏の“スローライフの眼”を継ぎ、すべて
を本質的な視点で見つめ直すことを目的に作文
コンクールが実施されます。
募集内容　神話・伝説・昔話を題材に、‘ゆっく
り、ゆったり、ゆたかな’こころを目指すスロー
ライフの教えを読みとる。
　例えば「因幡の白ウサギ」であれば、苦労せ
ずに速く結果を得ようとする利己心への戒めと
か民間医療、恋物語などについて採り上げる。
募集規定
�A4版用紙、5000字以内で、郵送かメールでご
応募ください。
�別紙にタイトル、氏名（ふりがなつき。ペンネーム
の場合は本名も）、住所、電話、メールアドレス、
年齢、性別、職業を記載してください。

�採り上げた物語について、その題名と、あら
すじ、解説を200字程度で添付してください。
　 賞　 　筑紫哲也賞　１編50万円ほか
応募締切　2009年10月31日必着
応募先・問い合せ　〒102-0085　東京都千代田区
　六番町6-1　パレロワイヤル六番町310
　NPOスローライフ・ジャパン
　｢筑紫哲也賞�スローライフの眼�作文コンクール｣係
　����������	�
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　平成21年12月15日（火）までに、スタンプラ
リー協賛店で買い物や食事をして、スタンプを
３個～27個集めてください。
　抽選で55名様に2,000円～10,000円相当の
八頭町特産品をプレゼントします。　
　詳しくは、協賛店及び主要観光施設等に置い
てある「八頭町めぐりスタンプラリー　ハンド
ブック'09秋号」をご覧になるか八頭町核イベン
ト実行委員会（役場産業課内 �76-0208）へ
お問い合わせください。
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２００９年 八頭町長杯ゴルフ大会開催

開 催 月 日　平成21年９月19日(土）、20日（日）

場　　　所　郡家ゴルフ倶楽部

参 加 資 格　オープン参加

プレー料金　4,800円（プレー代、参加費、　

　　　　　　食事代、利用税込み）

申 込 み 先　郡家ゴルフ倶楽部  �72-1211

　　　　　　（八頭町西御門977－５）

申 込 期 限　平成21年９月17日(木）午前中

競 技 方 法　ハンディキャップはダブルペリ

　　　　　　ア方式とする。

賞　　　品　

優勝、準優勝、

３位、飛び賞、

ベストグロス賞、

ブービー賞、

参加賞等を贈呈。

そ　の　他　

両日の参加も可

（プレー代は、

 � 日にち毎精算）

平成21年度  因幡発見ふれあい事業
「プチ・カップリングツアーいなば
～フルーツロード編～」参加者募集
　味覚の秋に、おいしいフルーツ狩りを通し
て新たな出会いを見つけませんか？お友達同
士、グループ同士でのご応募もお待ちしてお
ります！
と　　き　平成21年10月31日（土）
　　　　　12時00分～19時00分
と こ ろ　八頭町内
内　　容　自己紹介・フルーツ狩り・夕食会 ほか
　　　　　※雨天の場合、変更あり。
募集人員　男女各25名
対　　象　25歳以上45歳以下の独身男女
　　　　　（応募者多数の場合は、抽選。）
個人負担　飲食代2,000円程度（予定）
集合場所　ＪＲ鳥取駅南口（12時00分集合）
申込方法　①氏名②年齢③性別④住所⑤電話

番号を明記のうえ、はがき、FAXまたは
E-mailにてお申込ください。

　※個人情報は、本事業以外で使用すること
はありません。

応募締切　９月30日（水）必着
申込・問合せ先　
　〒680-0052　鳥取市鍛冶町18-2
　東部広域行政管理組合事務局　総務課企画係
　TEL(0857)20-0293　FAX(0857)29-2759
　E-mail：puti@east.tottori.tottori.jp
※詳細につきましては、ホームページ「麒麟の
王国」（http://www.east.tottori.tottori.jp）
をご覧ください。

「八頭町HP」バナー広告の募集！
　「八頭町ホームページ」に有料でバナー広告
を掲載してみませんか？
　詳しくは、八頭町ホーム
ページまたは、情報政策室
（�76-0210）へお問い合
わせください。

お詫びと訂正

　広報７月号の３ページ、「平成21年度人件

費の概要」の中段左側の「■特別職の給料月

額など」の注意書きに誤りがありました。

　お詫びして訂正します。

�
　「※特別職は、上記の金額から…

　　議員７％の給与カットをしています。」

 　　↓

�
　「※特別職の上記の金額は、…

　　議員５％の給与カットをしています。」
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調停相談会の開催

Information

世帯数　　5,889世帯  （＋ ４）    

総人口　19,547人 � （－４）    

　　男　 9,429人 � （－ ３）    

　　女　10,118人 � （－１）    

八頭町の
世帯数と人口

８月１日現在
（　　）内は前月比

年 齢ところ名 前日 付お
く
や
み

83歳(見槻中)森田　祐行７月12日

86歳(志　谷)植田　光枝12日

89歳(延命寺)岡森　富男15日

81歳(安井宿)内田　辰男16日

90歳(東市場)山本　福松20日

60歳(賀茂町)石破たか子20日

92歳(水　口)谷口　正�21日

91歳(日下部)木�　立身21日

85歳(落　岩)岡垣八重子23日

80歳(下　野)谷口　壽孝24日

91歳(稲　荷)岸本　�惠24日

89歳(徳　丸)中村　芳男25日

83歳(日　田)井�　達治27日

83歳(西　谷)井田　�子28日

94歳(池　田)池本　正市29日

83歳(　東　)中嶋ミヨ子31日

99歳(市　谷)谷本みさ子８月３日

83歳(大　江)中西　　正３日

59歳(塩　上)柳谷　健治４日

56歳(坂　町)山下　克之５日

98歳(福　井)西川　いと５日

72歳(塩　上)清水　　泉８日

94歳(宮　谷)段　なつゑ８日

ひとのうごき　平成２１年8月１０日届出現在  （敬称略）
おとうさん･おかあさんところ名 前誕生日お

め
で
た

一　欽・怜　子(　宝　)柳原　 康  希 
こう き

７月１日

一　哲・麻衣子(郡家東区)西村　 哲  伸 
てっ しん

３日

千　明・直　美(南ヶ丘)山根　 希  心 
き こ

４日

広　幸・郁　子(フローラル)大久保 果  音 
か のん

７日

保　弘・絵美子(才　代)花木　 亮 
りょう

 太 
た

９日

智　一・久　美(市　場)野�　 一  成 
かず なり

10日

忠　彦・　葵　(用　呂)山根　 豊  太 
とよ た

14日

憲　一・　綾　(見槻中)山口　 和  香 
わ か

21日

克　也・美　佳(福　地)田中　 奈  美 
な み

22日

�　章・従　子(フローラル)鵜飼そよか８月１日

義　彦・直　美(南ヶ丘)杉本　 琴  音 
こ と

３日

有
料
広
告

日弁連60周年記念無料法律相談
　鳥取県弁護士会は、日弁連創立60周年を

記念し、各法律事務所で弁護士が無料で相談

に応じます。この機会にぜひご相談ください。

日　時　平成21年９月10日（木）

　　　　午前10時～午後３時

会　場　鳥取県内の各法律事務所

　　　　（事前予約が必要です）

予約・問い合せ
　　　　鳥取県弁護士会

　　　　�(0857)22-3912

　鳥取地区調停協会では、下記の日程で、民

事・家事調停委員による最高裁判所委嘱の調

停相談会を開催します。

　お金や土地・建物のトラブル、あるいは、

夫婦間の問題や遺産の分割などの家庭内のも

めごとについて、調停委員が調停手続きの利

用に関する相談に応じます。

　相談は無料で、秘密は厳守されますので、

お気軽にご利用ください。

日　 時　平成21年９月17日（木）

　　　　　午前10時～午後３時

場　 所　とりぎん文化会館　第４会議室

　　　　　鳥取市尚徳町101番地５

問い合せ　
　鳥取地方・家庭裁判所事務局総務課内

　鳥取地区調停協会事務局

　　　　�（0857）22-2171

完納にご協力をお願いします

9月は…

国民健康保険税（第2期分) の納付月です
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男女共同参画啓発シリーズ◯４０ 

家族で話し合うことから始めよう
　国連で「女子差別撤廃条約」が採択されて30
周年を迎えますが、長い間に刷り込まれた人々
の意識を変えるのは容易ではありません。
　先日、「自分の嫁さんは、何の文句も言わな
いので、男女共同参画と取り立てて考える必
要はない。」と言われる男性がいました。はた
して、そうでしょうか? もしかすると、常日
頃、不満を感じながら生活しているかもしれ
ません。それぞれの家庭で、それぞれの暮ら
し方があって当然ですが、お互いに不満を感
じている事はないか、正直に話し合ってみる
ことも、男女共同参画につながっていくので
はないでしょうか?
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　テレビ等で活躍されているタレントの向井亜紀

さんをお迎えして宝くじ文化講演会を開催します。

　多数の方の参加をお待ちしています。

(入場整理券は10月20日（火）から町内の公共施設

等で配布します。詳しくは後日お知らせします。）

　日　時　����������
���������������

　場　所　��������	


　演　題　��������	�
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主催：八頭町・鳥取県・(財)自治総合センター

問い合わせ先　八頭町役場企画人権課　

　　　　　　　�76－0203
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タレント　 向  井 　 亜  紀 
むか い あ き

� �������������

1964年　埼玉県生まれ。

日本女子大学在学中、ラジオ番組のＤＪ

として人気を集め、以後テレビ、ラジ

オ、エッセー執筆などで幅広く活動。

1994年　格闘家の 高  田  延  彦 と結婚。
たか だ のぶ ひこ

2000年　妊娠するも子宮 頚 がんによる子宮全摘出
けい

で、16週の小さな命を失う。

2003年　米国での代理出産により双子の男子を授

かる。

現    在　テレビの司会、ラジオや全国での講演な

どで活躍中。


